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Abstract
More than 70 years have passed since the World War II, and Japan is continuously making 
efforts to ensure that the memory of the war is passed on to subsequent generations. These efforts 
have assumed great importance in Japanese society. Traditional peace education has inherited war 
memories directly from war experiencers, but it became difficult. Therefore, we need to develop new 
learning methods.
With respect to the categorization of generations in terms of war experience, each generation 
is classified according to the year of birth. I define the generation born before the war as the first 
generation of World War II. The term "peace education second generation" is targeted at the second 
generation after World War II. "Peace education fourth generation" is targeted at the fourth generation, 
whose grandparents were born after the war. He or she was or will be born between 2006 and 2035. 
Currently it is shifting to "the next generation type of peace education" targeting the fourth generation.
Several steps are necessary to become conscious of the parties to the succession of the war 
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　1990 年代には、日本の人口の 3 分の 2 が戦後生まれとなり、戦争体験者の高齢化が進み、戦争体験
継承は孫の世代に対して行われるようになった。戦後 40 年目の 1985 年以降に、継承の主体と客体の
関係から言えば、戦争体験継承の客体（聞き手）が戦争体験者の子どもから孫へと移行した。それを象
徴するように、『孫たちへの証言』が 1988 年に出版された。1988 年の第 1 集以降、毎年 1 冊ずつ編集
して公刊され、2018 年には第 31 集が発行された。編集担当の福山琢磨は 1988 年に次のように述べる。
「高齢化が進み、長生きできるのは結構なこと。しかし、あのいまわしい戦争を証言できる人は年々確
実に減少していく。この人たちの演じた数知れないシーンが記憶のスクリーンに生きているうちに、正
確に写しとっておかなければ、とても大切なものを失ってしまう。」1 それから 30 年が経った今でも戦争
証言が書き続けられ、投稿されている 2。
　図 1 によれば、2011 年には『孫たちへの証言』への投稿者の半数が 80 歳代以上となっている。戦争
証言を投稿する男性は、1995 年は 60 歳代と 70 歳代が中心であった。戦場を体験した終戦時 20 歳以上
の元兵士は、1995 年には 70 歳以上で、戦後 70 年目の 2015 年には 90 歳以上となった。投稿者全体で
見ると、2000 年代には 70 歳代と 80 歳代が中心となり、90 歳を超えた投稿者が何人もいる。2011 年
1 福山琢磨 1988「出版にあたって」『孫たちへの証言』第 1 集、p.3。
2 30 年間の間に、『孫たちへの証言』への投稿数に増減があった。最も多いのが 1995 年で 1,212 本、最も少な
いのが 2012 年で 259 本であった。2018 年は 572 本の投稿があった。投稿数は漸減傾向にはあるものの、戦争
証言を残そうとする人々の意識はまだまだ高いといえよう。
experience. "Formation process model of parties to succession of war experiences" has the following 
seven steps. (1) creation of its emotional foundation, (2) reduction of psychological distance, (3) 
sharing of feelings, (4) solidarity of empathy, (5) understanding its significance, (6) becoming parties to 
succession, (7) becoming leaders of succession.
With the progress of information technology, numerous war testimonial videos have been 
uploaded on the World Wide Web. If a person can empathize and feel an emotional connection with 
peopleʼs war experiences, he will become a successor. He will be able to play a role as a leader who can 
and will, through his own initiative, pass on the knowledge gained from the war experiencer or from 
the testimonial videos to successive generations.
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以降は 80 歳代以上の高齢者が投稿者の過半数となり、90 歳代の投稿者が増えてくる。過去 30 年間で
投稿者の高齢化が見られるが、2010 年代に入ると戦争未体験者の親族から体験者についての投稿が多










争体験第 2 世代から第 3 世代、そして第 4 世代へと転換してきた。村上登司文（2018）は、各世代の
区分について次のように述べている。
 出典：福山琢磨編 1990 年～ 20018 年より作成。
図 1　『孫たちへの証言』への投稿者の年齢別割合
（第 3 ～ 31 集：1990 ～ 2018 年）
− 36 −
考察の対象世代を区分するために、戦争を体験した世代との関係から、生まれた年に応じて各世代の名称を規
定する。戦前に生まれた世代を戦争体験者として戦争体験第 1 世代とする。戦争体験第 2 世代は、戦後生まれ
の人々で、父母が戦争体験者の世代に当たり、1946 ～ 1975 年の間に生まれた者とする。第 3 世代は、祖父母
が戦争体験者の世代に当たり、1976 ～ 2005 年の間に生まれた者とする。第 4 世代は、祖父母が戦後生まれで、








①戦争体験第 1 世代（1916 ～ 1945 生まれ）











3 近年晩婚化と高齢出産が多くなっているので、第 4 世代の期間を、2006 ～ 2040 年生まれの 35 年間としてい
た（村上 2018、p.173）。
表 1　戦争体験による世代の分類モデル（2020 年を計算の基準）
世代の名称 生まれた年 期間 2020 年 に何歳 該当者
戦争体験第 1 世代（第 1 世代）
戦争体験第 2 世代（第 2 世代）
戦争体験第 3 世代（第 3 世代）









75 歳～ 104 歳
45 歳～ 74 歳






注： 2020 年を計算の基準とすれば、第 1 世代は 1945 年以前の戦前生まれで 75 歳以上である。1 世代の幅を
30 年とすれば、第 1 世代は 1916 ～ 1945 年に生まれたものが想定される。彼らが 30 歳の時の子ども（戦










②戦争体験第 2 世代 (1946 ～ 1975 生まれ )
　戦争体験第 2 世代（戦後生まれ）は、第 1 世代の親を持つ子どもたちである。彼らは、両親や祖父
母から戦争体験について聞くことができた世代である。戦後生まれのこの世代は、戦争を体験していな
いが、戦後のまだ貧しい時代を経験し知っている。自身が大人になる過程で高度経済成長期（1955 ～





③戦争体験第 3 世代 (1976 ～ 2005 生まれ )
　第 3 世代を 1976 ～ 2005 年の間に生まれた人々とする。彼らの両親は戦後生まれであり、戦争体験










④戦争体験第 4 世代 (2006 ～ 2035 生まれ )
　2020 年を現在とすると、14 歳（中学 2 年生）以下の子どもたちが戦争体験第 4 世代に当たる。第 4
世代の子どもにとって戦争体験者は、曾祖父母という関係にあり、自分の祖父母の多くは戦後生まれに




































HP 上に「みたかデジタル平和資料館」を開設している 8。HP の戦争体験談のコーナーには、延べ 31 人
の証言映像がアップされている。三鷹市は 2013 年度から戦争体験の話をしてもらうように市民に呼び
かけ、市役所で撮影し、2016 年 2 月から順次録画をサイト上に公開してきた。
　また、コンピューターグラフィックスによるバーチャルリアリティ（VR）の活用が試みられている。
広島県の工業高校の教諭が、ヒロシマ被爆前の街並みを再現するコンピューターグラフィックスを生徒

















なのだ。｢私｣ が継いだものを次へ ｢伝える人｣ として自分を意識した時、戦争体験を語る人を ｢退屈｣
だと感じる私は消える、と述べる（下嶋 2006）。
　同様に、平和問題を他人事としないことを目指す本である『きみには関係ないことか―戦争と平和













































2018.3　長崎市教育委員会が『平和教育手引書』を発行（平和の創造を 3 本柱の 1 つに）
2018.5　小中学生向けの副読本『平和ナガサキ』の改訂発行
2018.5　『子ども・若者を戦場に送らない―京都退職教職員の証言』の発行
12 IT 大手ヤフー（東京）が、HP 上で戦時中の証言や写真を公開するプロジェクトである。クリックすると体
験者のインタビューを記録した動画などが再生される。
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2018 年度はじめに、副読本は 2018 年 5 月にそれぞれ配布した。再編成の基本方針として、｢被爆体験






















13 長崎市教育委員会が 2016 年度に実施した、小学校 6 年生及び、中学校 3 年生への調査結果によれば、被爆
体験の継承について、自分が伝えていこうと思うと回答した割合は、小学校で 46%（1991 年）から 73%（2016



































































　② 戦争体験について聞き取り（A 方式）、または、ビデオ視聴（B 方式）した内容を、誰かに「伝え
る」活動を行う。【継承段階】
　③ 自分が行った継承活動を振り返り、自分の感想を記述する。【振り返り段階】






等がある。表 3 に記載された語り手の年齢（記入件数 35 件）は、平均 84.2 歳であり、終戦当時の年






　表 3 に示したように、4 年間の課題設定期間において直接的な体験継承ができた大学生は 38.3% にす
ぎない。残りの 6 割は HP 等それ以外を利用している。表 4 に見るように、2017 年度に提出された課



















平均年齢祖母 祖父 曾祖母 曾祖父 その他
2014 年度 53 22 (41.5) 12 15 1 0 1 85.6 (11) 16.6
2015 年度 51 19 (37.2) 6 9 0 0 6 83.6 ( 8) 13.6
2016 年度 41 19 (46.3) 9 10 1 0 3 83.7 ( 8) 12.7
2017 年度 49 14 (28.5) 5 7 1 1 2 84.2 ( 8) 14.2
計 194 74 (38.3) 32 41 3 1 2 84.2 (35) 14.2
注 1：課題提出数は、レポートの提出者数である。
注 2： 聞き取りの場合、1 名の学生が複数名（例えば祖父母）から聞き取るケースがあるので、直接聞き取り数
よりも語り手数の合計の方が人数は多くなる。




































































































分類要因 第 2 世代型 第 3 世代型 次世代型




　（1945 ～ 1975 年）
第 3 世代
　（1976 ～ 2005 年）
第 4 世代
　（2006 ～ 2035 年）
戦争体験
の語り手
戦争体験者 両親 祖父母 曾祖父母
語り手 戦争体験者 証言者・語り部 伝承者
利用メディア 新聞・雑誌［読む］ テレビ・ビデオ［視聴］ HP アーカイブス［探索］
戦争体験が・を 風化 継承 伝承・語り継ぐ










て整理した。第 2・第 3 世代型の平和教育は、「従来の平和教育」、あるいは「伝統的な平和教育」と言
われるものである。
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